
１．はじめに

　静岡市 都市局 都市計画部 東静岡駅周辺整備課発注の【平成19年度　東静岡第10号　

東静岡南北幹線橋梁下部工工事（第1工区）】です。当工事は、国道１号線と静岡草薙

清水線を新たに結ぶ高架橋の下部工を設置する工事です。紹介する内容は場所打ち杭工

（リバースサーキュレーション基礎杭工）の施工に於ける問題点とその対策についてで

す。

２．工事概要

　当工事は、JR東静岡駅の北西側に位置し、国道1号線と東海道本線に挟まれている個

所で工事車両の出入りの制限はありますが、他に制約される条件はありませんでした。

工事概要と施工位置図と杭配置は下記の通りです。

Ａ1橋台工

　・Ａ1作業土工 バックホウ床掘工 1,000  

　・Ａ1場所打杭工 Ａ１リバースサーキュレーション基礎杭工

A工法 杭径1200ｍｍ 掘削長62ｍ 15 本

　・Ａ1橋台躯体工 コンクリート工 499  

型枠工 430 ㎡

鉄筋工 38.7 t

Ａ1工事用道路工

　・仮囲い設置撤去工 234 ｍ

　・安定処理工 1020 ㎡

Ａ1橋台土留・仮締切工

　・鋼矢板打込み，引抜工 166 枚

　・切梁・腹起し設置撤去工 1 式
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３.施工上の問題点

　

（１）国土交通省土木工事積算基準ではリバースサーキュレーション工法は７０ｍ

　　　までとなっている。通常の条件であればリバースサーキュレーション工法で

　　　もよいのだろうが、地形、各層の状態、杭の長さから考慮して孔壁を保つの

　　　が困難と判断。他の工法への検討。

（２）下図現位置ボーリング柱状図で確認するとシルト層と礫層が互層になってお

　　　り静水圧で保たせる孔壁から逸水してしまい、孔壁崩壊の危険性が高い。

（３）支持層までのＮ値の分布が全体的に広く硬い柔らかいを繰り返している状態

　　　で、地形上から判断しても地層が斜めになっている可能性がある。それに加

　　　えＮ値が高い層には大き目の転石があり先端部が転石から逃げてしまい掘削

　　　孔の曲がり、若しくは蛇行してしまう恐れがある。

（１）杭設置長さ

（２）互層の状態

（３）Ｎ値の分布

現位置でのボーリング柱状図



４.問題点の解決策とポイント

　

（１）の対応として、発注者に過去実績と施工の難易度を資料にし、オールケーシ

　　　ング工法への変更提案協議を行ったが、試験杭施工を行った結果が出なけれ

　　　ば、工法変更はできないとの回答だった。この為、当初設計のままでの施工

　　　となった。

（２）上記の結果によりリバースサーキュレーション工法で施工となったが、土質

　　　や層の構成が良くない為、対策として孔壁を構成する泥被覆を高める為にも

　　　泥水比重を高く保つよう泥水比重管理を密に行った。具体的には５ｍ掘削毎

　　　に泥水比重管理を行い、通常１．０２～１．０８の間で管理すればいいのだ

　　　が、当現場は１．０５～１．０８で行った。施工時も逸水の危険がある個所

　　　は設計外ではあるが逸水防止材を用いて対応にあたった。

Ａ１場所打杭工　杭ＮＯ.１１　ＳＰＨ－４０ｍ比重測定

Ａ１場所打杭工　杭ＮＯ.１１　ＳＰＨ－６６ｍ比重測定



（３）の対策として、ドリル先端部（ドリルストリング）の組み合わせの中で、ス

　　　ビライザの加工を行い施工しました。当現場はドラム型のスタビライザを使

　　　用しましたが、通常のドラム型に対して加工を施しました。加工詳細はφ２

　　　００の鋼管、Ｌ＝１.３ｍを外側に４個所取付ました。

スタビライザ加工寸法（Ｌ＝１．３ｍ） スタビライザ加工寸法（Ｌ＝１．３ｍ）

通常のスタビライザドリルストリング組み合わせ例

実施工のドリルストリング組み合わせ スタビライザ加工寸法（φ２００）

当現場採用のドラム型

φ２００×１．３ｍ鋼管



５.結果と考察

　

（１）オールケーシング工法への変更提案をしたが、経済的な比較を考えると難し

　　　い条件になってしまった。安全性を見て施工を行いたい為、提案するものの

　　　金額が上がってしまう。経済的、安全的にもよい提案協議をする事を心掛け、

　　　よりよいもの創造して行きたい。

（２）泥水比重を高く設定し、管理頻度を高める事により、孔壁崩壊もなく掘削を

　　　完了する事ができた。施工の工夫として１杭の最終掘削を午前中に終え、午

　　　後よりコンクリート打設といった工程を行った。これは当然の事なのですが、

　　　１５本の杭を施工をし、全て予定通りにコンクリートを打設する事ができま

　　　した。掘削したままの状態で長く置かない事も孔壁崩壊防止となったと言え

　　　ると思います。

（３）ドラム型のスタビライザにφ２００の鋼管を加工し設置する事により、ドリ

　　　ルストリングの自重も増え鉛直方向への進みがよくなった。またφ２００の

　　　鋼管も掘削時の横方向への軸の振れの押えとなり、掘削孔の曲がりを防げた

　　　たと思います。これにより１５本の杭を全て曲がりなく掘削する事ができま

　　　した。

６.おわりに

　　全ての工事が完了するまで約半年

　　掛かりましたが、無事無事故無災

　　害で終える事ができました。関係

　　された皆様には心より感謝申し上

　　げます。

　　以上報告を終わります。

土留工完了時 杭頭処理完了時

躯体完成時


